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出身 愛知県一宮市

令和元年4月に熊本に移住

介護福祉士・介護支援専門員・防災士



御船町

御船町の人口；16,914人



グリーンヒルみふね

社会福祉法人 恵寿会

特別養護老人ホーム 50名 ショートステイ 20名
介護支援センター デイサービスセンター 40名
グループホーム9名×2ユニット 18名 グリーンヒルましき9名×2ユニット 18名
小規模多機能ホーム みどりの丘 29名
地域密着型特別養護老人ホーム華ほたる 29名
認定こども園 みどりの里 120名

職員数 法人全体数 1９１名 内訳：1５１名（介護保険施設）40名（認定こども園）



・BCPを策定した後の具体的運用

・職員向けの伝達や研修・訓練の在り方

・地域及び事業所連携の在り方
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感染症や災害が発生した場合であっても、

必要な介護サービスが継続的に提供できる

体制を構築する観点から、

全ての介護サービス事業者を対象に

・業務継続に向けた計画等の策定

・研修の実施

・訓練（シミュレーション）の実施等

を義務づける。 ＋ 地域との連携
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高齢者業務継続ガイドラインより





９ 業務継続ガイドラインより
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説明を始める前に・・・

読売新聞（2023年9月19日配信）

あいち・なごや強靭化共創センターとの連携

→本講義の実施へ

読売新聞（2023年10月6日配信）→













１.リスクの把握

①ハザードマップ

②警戒レベルと避難

③地域防災計画

２.シナリオを描く

３.初動を固める

４.混乱期を乗り越える

５.復旧を加速させる

６.システムとして機能させる

④「過去の災害」と被災イメージ

⑤最悪の想定

⑥対応と対処・対策を導き出す

⑦初動対応

⑧災害対策本部

⑨情報収集

⑱BCPをシンプルに捉える

⑰未来を取り入れる

⑯災害時情報共有システム

⑫職員の被災

⑪外部関係者（ステークホルダー）

⑩管理者機能

⑮連携

⑬福祉避難所と特例措置

⑭個別避難計画と避難行動要支援者
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BCP（事業・業務継続計画）

明確な行動基準 人材（人財）



（固有事項にある）「基準」を決めて関係者と共有する

「防災計画」における避難行動の徹底

職員研修・訓練
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日本テレビ ZIPより



警戒レベル３が発令されたらどうする？

平日（金曜日）6時40分

（高齢者等避難）

入所施設は？

短期入所は？

訪問は？

通所は？

相談支援は？

ご利用者に対して

職員に対して

地域に対して

関係事業所・団体に対して

行政に対して

その他に対して

【考察】

関係者・
関係先
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どうなる？（使えなくなる器具等） その結果 何を使って何をする？（対策） 備考欄（具体的な行動や目安のなる数量） 具体的な行動イメージ

1 ご飯が炊けなくなる 炊飯器が使えない ガス炊飯器を使う
ラップ、塩等簡単にできるものを
提供（おにぎり等）

ガス炊飯器が誰でも使
えるようにしておく。
平時から時々使うなど

2 何も見えなくなる
足元が不安になり。転倒の
リスクが高まる

ランタンや懐中電灯を使う

3 電話が使えなくなる 連絡が取れない スマホで代用する

4 洗濯ものが洗えない 大物の衣類が洗えない
小物は手洗いするが、大物は時間をかけて
浴槽で洗う

5 お茶がわかせない 水分補給ができない カセットコンロを使い、お湯を沸かす
カセットコンロ、ガスボンベを準
備

カセットコンロ数、ボンベ
数の把握。ボンベ一本当た
りどのくらい持つのか？強
火〇時間など・・

6 暗闇で何も見えない
トイレの際、感染症がある
とき、洗浄が大変

夜中はランタンを使う。昼間は外の明かり
を使う（カーテンを開けるなど）

トイレ誘導時間を調整する 2に同じ

7 エアコンが使えない 暑くて熱中症になる
団扇を使ったり、タオルに水をつけて冷や
す

寒いときにはどうするか？
春夏秋冬で対策を講じる

部署

み
ど
り
の
丘
（

停
電
）

ランタン用の電池やその他使用期限等も把握しておく必要
がある。きちんと点灯するかどうか？の定期点検も怠らな
い

実際に大災害の時には携帯端末は混線した経緯を踏まえ、
どう対策を講じるか？

大物、小物の分類を視覚化しておく。人によってはイメー
ジは異なる。判断する基準を明確化しておくと非常時に役
立つ



災害想定ゲーム
「KIZUKI」演習



支援員１名

ダメージ 500

対応する人

情報収集をする

必要なアイテム ラジオ

未対応



ダメージ 500

必要なアイテム ー

対応する人 支援員１名

建物の安全確認をする

未対応未対応















※消火器　カード１枚返却

ダメージ 1500

対応する人 介護士２名

火災発生！

必要なアイテム 消火器

未対応

ダメージ 1500

対応する人 介護士２名

利用者が家具の下敷きになっている！

必要なアイテム ー

未対応

どちらを優先する？

大地震発生直後の

優先業務を決めるシミュレーション訓練



ダメージ 500

対応する人 支援員１名

厨房からガス漏れ！

必要なアイテム 工具セット

未対応



ダメージ 1000

利用者がトイレに閉じこめられた

必要なアイテム 工具セット

対応する人 支援員２名

未対応未対応
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他事業所の受け入れ開始

一般の避難者を受け入れつつ、
他事業者より連絡がある。
条件付き（避難されてくる方の
状態がわかる方を一緒にお願い
したい・・・）受け入れを決断

地域交流センターへ泊まって頂く
ことに・・。

他事業所との共同生活の開始

14日の地震で被災した2事業所（甲佐町、御船町）





福祉防災.com
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